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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第59期

第２四半期連結
累計期間

第60期
第２四半期連結
累計期間

第59期
第２四半期連結
会計期間

第60期
第２四半期連結
会計期間

第59期

会計期間

自  平成21年
    10月１日
至  平成22年
    ３月31日

自  平成22年
    10月１日
至  平成23年
    ３月31日

自  平成22年
    １月１日
至  平成22年
    ３月31日

自  平成23年
    １月１日
至  平成23年
    ３月31日

自  平成21年
    10月１日
至  平成22年
    ９月30日

売上高 (千円) 8,340,0137,959,9364,635,3504,336,27217,055,168

経常利益 (千円) 1,479,0831,005,425875,837 846,3941,600,492

四半期(当期)純利益 (千円) 893,827 589,281 542,568 501,587 920,391

純資産額 (千円) ― ― 38,601,21738,634,24838,161,563

総資産額 (千円) ― ― 45,215,81444,751,18643,786,871

１株当たり純資産額 (円) ― ― 1,430.481,431.721,414.20

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 31.15 21.84 19.00 18.59 33.07

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 85.4 86.3 87.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 691,810 694,850 ― ― 2,362,222

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △855,158△ 634,496 ― ― △1,046,796

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,238,376△ 227,714 ― ― △1,451,226

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 4,217,4155,313,1685,479,681

従業員数 (名) ― ― 322 319 328

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

３　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容に重要

な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成23年３月31日現在

従業員数(名) 319（36）

(注)　従業員数は就業人員数であり、臨時従業員数(嘱託契約の従業員、パートタイマー、人材会社からの派遣社員及びア

ルバイト)は( )内に当第２四半期連結会計期間の平均雇用人員を外数で記載しております。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成23年３月31日現在

従業員数(名) 251（31）

(注)　従業員数は就業人員数であり、臨時従業員数(嘱託契約の従業員、パートタイマー、人材会社からの派遣社員及びア

ルバイト)は( )内に当第２四半期会計期間の平均雇用人員を外数で記載しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

肥料事業 3,261,482 ―

商社事業 ― ―

不動産賃貸事業 ― ―

その他 ― ―

合計 3,261,482 ―

(注) １  金額は販売価格によっております。
２  上記金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(2) 受注実績

当社グループは需要を予測した見込生産を行っているため、該当事項はありません。

　
(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

肥料事業 3,060,547 ―

商社事業 876,284 ―

不動産賃貸事業 281,439 ―

その他 118,001 ―

合計 4,336,272 ―

(注) １  上記の金額は、セグメント間取引の相殺消去後の数値であります。

２  上記金額には、消費税等は含まれておりません。

３  主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先

前第２四半期連結会計期間 当第２四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

三井物産アグロビジネス㈱ 562,485 12.1 542,547 12.5

全国農業協同組合連合会 629,486 13.6 264,769 6.1

　

　

２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動

等、又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。
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３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。

　
(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、新興国向輸出の増加や企業収益改善の兆しなど景

気に一部持ち直しの動きが見られたものの、平成23年３月11日に発生した「東日本大震災」による国内

経済への影響は計り知れず、先行きを見通せない状況となっております。

肥料業界におきましては、施肥節減の定着化や流通在庫圧縮の流れに加え、昨年より導入された春肥、

秋肥毎に価格を見直す年２期制により農家は価格動向に敏感となり、各社の競争は激化しております。こ

れに加え、今春の作付け直前に発生した「東日本大震災」が農産物の生産動向に及ぼす影響が懸念され

ています。

このような状況のもと、主力の肥料事業におきましては、顧客のニーズに対応した技術指導等の付加

サービスを伴う営業活動を推進するとともに、弾力的な価格対応により受注の拡大に努めてまいりまし

た。

商社事業におきましては、取扱商品の国際市況と国内需要動向等を注視しつつ受注の拡大を図るとと

もに、新規商材の提供等により営業基盤の拡充に努めてまいりました。

また、不動産賃貸事業につきましては賃貸物件毎の収益性や稼働率の向上を図り、その他事業ではホテ

ル・運送・倉庫の各部門とも稼働率の向上等により収益力の強化を図ってまいりました。

この結果、当第２四半期連結会計期間における連結売上高は43億36百万円（前年同期比6.5％減）、営

業利益は５億64百万円（前年同期比30.9％減）、経常利益は８億46百万円（前年同期比3.4％減）、四半

期純利益は５億１百万円（前年同期比7.6％減）となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における連結ベースの総資産は、前連結会計年度末に比べ９億64百万円

増加し447億51百万円となりました。これは主に、たな卸資産が４億98百万円、有価証券が15億36百万円増

加したことや、現金及び預金が１億66百万円、投資有価証券が８億92百万円減少したことによるものであ

ります。

負債につきましては、前連結会計年度末に比べ４億91百万円増加し61億16百万円となりました。これは

主に、支払手形及び買掛金が５億52百万円増加したことによるものであります。

純資産につきましては、利益剰余金が３億73百万円増加したこと等により、前連結会計年度末に比べ４

億72百万円増加し386億34百万円となりました。この結果、自己資本比率は86.3％（前連結会計年度末

87.2％）となりました。

利益剰余金の変動状況につきましては、四半期純利益の計上により５億89百万円増加し、配当金の支払

いにより２億15百万円減少した結果、前連結会計年度末に比べ３億73百万円増加し229億63百万円となり

ました。

　

EDINET提出書類

日東エフシー株式会社(E01037)

四半期報告書

 5/26



　

(3) キャッシュ・フローの状況の分析

 当第２四半期連結会計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）

は、第１四半期連結会計期間末に比べ５億97百万円増加し53億13百万円となりました。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 当第２四半期連結会計期間における営業活動による資金の増加は、７億50百万円（前年同四半期連結

会計期間は10億61百万円の増加）となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益に減価償却費を

加えた資金の源泉が９億65百万円ありましたが、仕入債務の減少から売上債権の減少及びたな卸資産の

減少を差し引いた資金の増加が50百万円あったことによるものであります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間における投資活動による資金の減少は、１億60百万円（前年同四半期連結

会計期間は42百万円の増加）となりました。これは主に、債券等の取得による支出が18億98百万円、債券

等の償還及び売却等による収入が15億46百万円あったことによるものであります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間における財務活動による資金の減少は、23千円（前年同四半期連結会計期

間は８億89百万円の減少）となりました。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は15,182千円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な変更はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の

新設、除却等について重要な変更はありません。

また、当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった当社名古

屋工場の配合肥料包装設備更新につきましては、平成23年１月に完了いたしました。

当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計

画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年５月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 29,201,73529,201,735

東京証券取引所
(市場第二部)
名古屋証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は100株でありま
す。

計 29,201,73529,201,735― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年１月１日から
平成23年３月31日まで

― 29,201,735 ― 7,410,675 ― 9,100,600
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成23年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

ワタカネ商事株式会社 名古屋市中区正木三丁目６－２ 7,458 25.54

日東エフシー株式会社 名古屋市港区いろは町一丁目23番地 2,217 7.59

三井物産株式会社
(常任代理人　資産管理サービス
信託銀行株式会社)

東京都千代田区大手町一丁目２番１号
(東京都中央区晴海一丁目８番12号)

1,556 5.32

渡　邉　　　要 名古屋市昭和区 1,449 4.96

東邦総合サービス株式会社 名古屋市熱田区桜田町19－18 1,210 4.14

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内一丁目６－６ 1,141 3.90

三井住友海上火災保険株式会社 東京都中央区新川二丁目27－２ 813 2.78

渡　邉　孝　司 名古屋市瑞穂区 521 1.78

三菱商事株式会社 東京都千代田区丸の内二丁目３－１ 506 1.73

株式会社ダイセキ 名古屋市港区船見町１番地86 427 1.46

計 ― 17,302 59.25
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

2,217,100
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

26,980,700
269,807 ―

単元未満株式
普通株式

3,935
― ―

発行済株式総数 29,201,735― ―

総株主の議決権 ― 269,807 ―

　

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
日東エフシー株式会社

名古屋市港区いろは町
一丁目23番地

2,217,100 ― 2,217,1007.59

計 ― 2,217,100 ― 2,217,1007.59

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
10月 11月 12月

平成23年
１月 ２月 ３月

最高(円) 445 435 432 478 519 500

最低(円) 411 416 416 430 455 380

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間(平成22年１月１日から平成22年３月31日まで)及び前第２四半期連結

累計期間(平成21年10月１日から平成22年３月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第２四半期連結会計期間(平成23年１月１日から平成23年３月31日まで)及び当第２四半期連結累計期間

(平成22年10月１日から平成23年３月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成22年１月１

日から平成22年３月31日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成21年10月１日から平成22年３月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間(平成23年１月１日から平成23年３月31日

まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成22年10月１日から平成23年３月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,313,168 5,479,681

受取手形及び売掛金 5,098,962 4,756,398

有価証券 4,935,492 3,398,787

商品及び製品 2,930,561 2,310,830

仕掛品 272,383 348,926

原材料及び貯蔵品 1,658,421 1,703,130

その他 366,617 440,436

貸倒引当金 △2,162 △3,432

流動資産合計 20,573,446 18,434,760

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,705,384 4,866,226

土地 13,692,424 13,692,431

その他（純額） 532,490 595,511

有形固定資産合計 ※
 18,930,299

※
 19,154,169

無形固定資産

のれん 4,716 －

その他 621,481 651,727

無形固定資産合計 626,197 651,727

投資その他の資産

投資有価証券 3,596,448 4,488,944

その他 1,030,361 1,063,668

貸倒引当金 △5,567 △6,398

投資その他の資産合計 4,621,242 5,546,215

固定資産合計 24,177,740 25,352,111

資産合計 44,751,186 43,786,871
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,696,577 1,144,295

短期借入金 － 11,813

未払法人税等 324,224 120,411

賞与引当金 218,689 216,163

役員賞与引当金 － 15,000

その他 1,905,535 2,063,814

流動負債合計 4,145,026 3,571,498

固定負債

退職給付引当金 23,952 31,230

役員退職慰労引当金 199,063 216,475

その他 1,748,895 1,806,103

固定負債合計 1,971,911 2,053,809

負債合計 6,116,938 5,625,308

純資産の部

株主資本

資本金 7,410,675 7,410,675

資本剰余金 9,100,755 9,100,755

利益剰余金 22,963,794 22,590,389

自己株式 △1,099,958 △1,099,935

株主資本合計 38,375,265 38,001,884

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 258,919 159,678

繰延ヘッジ損益 62 －

評価・換算差額等合計 258,982 159,678

純資産合計 38,634,248 38,161,563

負債純資産合計 44,751,186 43,786,871
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成22年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成23年３月31日)

売上高 8,340,013 7,959,936

売上原価 6,055,455 6,064,507

売上総利益 2,284,558 1,895,429

販売費及び一般管理費 ※
 1,018,690

※
 1,032,272

営業利益 1,265,868 863,156

営業外収益

受取利息 46,808 30,308

受取配当金 11,499 15,662

持分法による投資利益 48,508 65,385

為替差益 20,922 7,767

デリバティブ評価益 45,354 －

その他 41,659 44,301

営業外収益合計 214,752 163,424

営業外費用

支払利息 23 2

デリバティブ評価損 － 17,454

売上割引 530 492

自己株式取得費用 888 －

その他 95 3,207

営業外費用合計 1,537 21,155

経常利益 1,479,083 1,005,425

特別利益

固定資産売却益 1,291 489

投資有価証券売却益 4,800 1,810

退職給付制度一部終了益 － 74,928

その他 122 1,515

特別利益合計 6,213 78,743

特別損失

固定資産売却損 2,528 14,552

固定資産廃棄損 1,606 1,418

テナント移転補償費 － 78,365

特別損失合計 4,134 94,336

税金等調整前四半期純利益 1,481,163 989,832

法人税、住民税及び事業税 488,962 340,542

法人税等調整額 98,372 60,007

法人税等合計 587,335 400,550

少数株主損益調整前四半期純利益 － 589,281

四半期純利益 893,827 589,281
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【第２四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第２四半期連結会計期間
(自 平成22年１月１日
　至 平成22年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年３月31日)

売上高 4,635,350 4,336,272

売上原価 3,304,720 3,254,490

売上総利益 1,330,629 1,081,782

販売費及び一般管理費 ※
 513,390

※
 516,792

営業利益 817,238 564,989

営業外収益

受取利息 23,380 14,458

受取配当金 825 1,364

持分法による投資利益 20,573 48,318

デリバティブ評価益 － 202,953

その他 25,405 20,867

営業外収益合計 70,184 287,962

営業外費用

支払利息 23 －

為替差損 2,045 3,309

デリバティブ評価損 8,289 －

滞船料 － 2,950

その他 1,227 298

営業外費用合計 11,585 6,557

経常利益 875,837 846,394

特別利益

固定資産売却益 1,291 151

投資有価証券売却益 4,800 1,810

退職給付制度一部終了益 － 74,928

その他 122 －

特別利益合計 6,213 76,890

特別損失

固定資産売却損 2,528 14,552

固定資産廃棄損 1,238 938

テナント移転補償費 － 78,365

特別損失合計 3,766 93,856

税金等調整前四半期純利益 878,285 829,428

法人税、住民税及び事業税 382,437 296,196

法人税等調整額 △46,720 31,644

法人税等合計 335,716 327,841

少数株主損益調整前四半期純利益 － 501,587

四半期純利益 542,568 501,587
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成22年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成23年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,481,163 989,832

減価償却費 256,430 272,514

のれん償却額 － 1,572

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4,986 △2,101

賞与引当金の増減額（△は減少） 5,645 2,526

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △28,500 △15,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,437 △7,277

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 9,060 △17,412

受取利息及び受取配当金 △58,307 △45,970

支払利息 23 2

持分法による投資損益（△は益） △48,508 △65,385

投資有価証券売却損益（△は益） △4,800 △1,810

売上債権の増減額（△は増加） △776,938 △381,536

たな卸資産の増減額（△は増加） △582,213 △498,478

仕入債務の増減額（△は減少） 535,969 552,282

前受金の増減額（△は減少） 370,681 10,118

その他 14,030 △138,449

小計 1,180,158 655,425

利息及び配当金の受取額 40,868 41,461

利息の支払額 △23 △2

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △529,194 △2,034

営業活動によるキャッシュ・フロー 691,810 694,850

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △140,000 －

有価証券の取得による支出 △2,299,529 △4,036,921

有価証券の売却及び償還による収入 2,699,628 3,035,018

有形固定資産の取得による支出 △585,565 △28,535

有形固定資産の売却による収入 4,388 202,329

投資有価証券の取得による支出 △1,076,659 △200,572

投資有価証券の売却及び償還による収入 550,600 317,410

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

－ 79,203

貸付けによる支出 － △100,440

保険積立金の積立による支出 △54 △42,683

保険積立金の払戻による収入 － 140,088

その他 △7,966 605

投資活動によるキャッシュ・フロー △855,158 △634,496

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 8,742 △11,813

自己株式の取得による支出 △901,203 △23

配当金の支払額 △345,915 △215,877

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,238,376 △227,714

現金及び現金同等物に係る換算差額 835 847

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,400,890 △166,513

現金及び現金同等物の期首残高 5,618,306 5,479,681

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 4,217,415

※
 5,313,168
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年10月１日  至  平成23年３月31日)

１．連結の範囲に関する事項の

変更

(1) 連結の範囲の変更

　第１四半期連結会計期間より、新たに子会社となった中菱肥料㈱を連結の範

囲に含めております。ただし、支配獲得日を同社の第１四半期会計期間末(平

成22年12月31日)とみなしているため、同社の損益計算書は平成23年１月１日

から平成23年３月31日までの３ヶ月間を連結しております。

(2) 変更後の連結子会社の数

　10社

２．会計処理基準に関する事項

の変更

(1) 「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会

計基準第18号  平成20年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の

適用指針」(企業会計基準適用指針第21号  平成20年３月31日)を適用してお

ります。

　これによる営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響

はありません。

(2) 「企業結合に関する会計基準」等の適用

第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」(企業会計基

準第21号  平成20年12月26日)、「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会

計基準第22号  平成20年12月26日)、「「研究開発費等に係る会計基準」の一

部改正」(企業会計基準第23号  平成20年12月26日)、「事業分離等に関する

会計基準」(企業会計基準第７号  平成20年12月26日)、「持分法に関する会

計基準」(企業会計基準第16号  平成20年12月26日公表分)、「企業結合会計

基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第

10号  平成20年12月26日)を適用しております。

　

【表示方法の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年10月１日  至  平成23年３月31日)

(四半期連結損益計算書)

　「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号  平成20年12月26日)に基づき財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令(平成21年３月24日  内閣府令第５号)の適用に伴い、当第２四半期連結累計期間では、「少

数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。
 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　前第２四半期連結累計期間において、「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めていた「貸付

けによる支出」は、重要性が増加したため、当第２四半期連結累計期間では区分掲記することとしております。な

お、前第２四半期連結累計期間の「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含まれる「貸付けによ

る支出」は△300千円であります。

　
当第２四半期連結会計期間

(自  平成23年１月１日  至  平成23年３月31日)

(四半期連結損益計算書)

　 「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号  平成20年12月26日)に基づき財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令(平成21年３月24日  内閣府令第５号)の適用に伴い、当第２四半期連結会計期間では、「少

数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。
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【追加情報】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年10月１日  至  平成23年３月31日)

退職給付引当金

　当社及び一部の連結子会社は、確定拠出年金法の施行に伴い、平成23年３月に退職一時金制度の一部について確

定拠出年金制度へ移行し、「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計基準適用指針第１号）を適

用しております。

　本移行により、当第２四半期連結累計期間の特別利益として74,928千円を計上しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日)

前連結会計年度末
(平成22年９月30日)

※　有形固定資産の減価償却累計額

14,967,322千円

※　有形固定資産の減価償却累計額

14,777,526千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

　

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年10月１日 
 至　平成22年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年10月１日 
 至　平成23年３月31日)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

　給与賃金 294,671千円

　賞与引当金繰入額 105,152　
　役員退職慰労引当金繰入額 9,785　

　退職給付費用 12,504
　　　

　

　貸倒引当金繰入額 4,986　　　

 

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

　給与賃金 293,617千円

　賞与引当金繰入額 103,288　
　役員退職慰労引当金繰入額 19,087　

　退職給付費用 21,073
　　　

　

　 　 　　　

 

　

第２四半期連結会計期間

　

前第２四半期連結会計期間
(自  平成22年１月１日
至  平成22年１月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成23年１月１日
至  平成23年１月31日)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

　給与賃金 145,430千円

　賞与引当金繰入額 53,586　
　役員退職慰労引当金繰入額 4,899　

　退職給付費用 7,252
　　　

　

　貸倒引当金繰入額 1,329　
 

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

　給与賃金 144,341千円

　賞与引当金繰入額 51,978　
　役員退職慰労引当金繰入額 5,488　
　退職給付費用 10,846　

　貸倒引当金繰入額 249
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成22年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成23年３月31日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成22年３月31日現在)

現金及び預金勘定 4,357,415千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △140,000　
現金及び現金同等物 4,217,415　
 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成23年３月31日現在)

現金及び預金勘定 5,313,168千円

現金及び現金同等物 5,313,168　

　

(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成23年３月31日)及び当第２四半期連結累計期間(自  平成22年10月１日 

至  平成23年３月31日)

１．発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 29,201,735

　

２．自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 2,217,144

　

３．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年11月12日
取締役会

普通株式 215,877 8.00平成22年９月30日 平成22年12月８日 利益剰余金

　

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年４月27日
取締役会

普通株式 269,845 10.00平成23年３月31日 平成23年６月１日 利益剰余金

　

４．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成22年１月１日  至  平成22年３月31日)

　

　
肥料事業
(千円)

不動産等事業
(千円)

化学品事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

 (1) 外部顧客に対する売上
高

3,578,082407,872649,3944,635,350(―) 4,635,350

 (2) セグメント間の内部　　　
売上高又は振替高

― 61,885 ― 61,885(61,885) ―

計 3,578,082469,758649,3944,697,235(61,885)4,635,350

営業利益 738,527148,43135,595922,554(105,315)817,238

　

前第２四半期連結累計期間(自  平成21年10月１日  至  平成22年３月31日)

　

　
肥料事業
(千円)

不動産等事業
(千円)

化学品事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

 (1) 外部顧客に対する売上
高

6,201,208789,4601,349,3458,340,013(―) 8,340,013

 (2) セグメント間の内部　　　
売上高又は振替高

― 109,916 ― 109,916(109,916) ―

計 6,201,208899,3761,349,3458,449,930(109,916)8,340,013

営業利益 1,035,657306,027154,2401,495,925(230,056)1,265,868

(注)  事業区分は、内部管理上採用している区分により肥料事業(化成肥料、配合肥料、ペレット肥料、液体肥料、水耕栽

培専用肥料、過りん酸石灰、肥料用原料、その他肥料)、不動産等事業(オフィスビル、ビジネスホテル、倉庫・店舗

・駐車場の賃貸、運輸・倉庫業)及び化学品事業(工業用原材料、その他)に分類しております。

　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自　平成22年１月１日　至　平成22年３月31日)及び前第２四半期連結累計期

間(自　平成21年10月１日　至　平成22年３月31日)

当社は本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び支店がないため該当事項はありません。

　
　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間(自  平成22年１月１日  至  平成22年３月31日)及び前第２四半期連結累計

期間(自  平成21年10月１日  至  平成22年３月31日)

海外売上高は、連結売上高の10％未満のため、その記載を省略しております。
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【セグメント情報】

(追加情報)

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平成

21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号

 平成20年３月21日)を適用しております。

　
１  報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役

会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。

当社グループの事業内容は、肥料の製造販売を行う肥料事業、化学品及び肥料の輸入販売を行う商社事

業、不動産賃貸事業、他に関連する事業としてホテル事業、運送事業、倉庫事業を展開しております。した

がって、当社の報告セグメントは、事業活動を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されてお

り、「肥料事業」、「商社事業」及び「不動産賃貸事業」を報告セグメントとしております。

各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類は、以下のとおりです。

「肥料事業」は、化成肥料、配合肥料、ペレット肥料、液体肥料、土壌改良材等の製造販売及び肥料用原料

の輸入販売を行っております。「商社事業」は、工業用原料及び各種肥料の輸入販売を行っております。

「不動産賃貸事業」は、オフィスビル、ショッピングセンター店舗、倉庫、駐車場等の賃貸を行っておりま

す。

　
２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年10月１日  至  平成23年３月31日)

　 　 (単位：千円)

　
報告セグメント

その他
(注)

合計
肥料事業 商社事業

不動産賃貸
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 5,446,9891,667,414591,0257,705,429254,5067,959,936

　セグメント間の内部売上高
　又は振替高

1,164 19,31145,523 65,99889,270155,268

計 5,448,1531,686,725636,5487,771,427343,7768,115,204

セグメント利益 645,815148,529309,8491,104,19357,7161,161,910

　
当第２四半期連結会計期間(自  平成23年１月１日  至  平成23年３月31日)

　 　 (単位：千円)

　
報告セグメント

その他
(注)

合計
肥料事業 商社事業

不動産賃貸
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 3,060,547876,284281,4394,218,271118,0014,336,272

　セグメント間の内部売上高
　又は振替高

1,164 14,82522,821 38,81148,227 87,038

計 3,061,711891,110304,2614,257,083166,2284,423,311

セグメント利益 457,94979,057143,405680,41324,935705,348

(注)　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ホテル事業、運送事業及び倉庫事業を含

んでおります。
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３  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容(差異調整に関する事項)

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年10月１日  至  平成23年３月31日)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 1,104,193

「その他」の区分の利益 57,716

セグメント間取引消去 7,940

のれんの償却額 △1,572

全社費用(注) △303,397

その他の調整額 △1,725

四半期連結損益計算書の営業利益 863,156

　
当第２四半期連結会計期間(自  平成23年１月１日  至  平成23年３月31日)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 680,413

「その他」の区分の利益 24,935

セグメント間取引消去 3,959

のれんの償却額 △1,572

全社費用(注) △141,593

その他の調整額 △1,152

四半期連結損益計算書の営業利益 564,989

(注)　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日)

前連結会計年度末
(平成22年９月30日)

　 1,431円72銭
　

　 1,414円20銭
　

　
２  １株当たり四半期純利益等

第２四半期連結累計期間

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成22年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成23年３月31日)

１株当たり四半期純利益 31円15銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―
　

１株当たり四半期純利益 21円84銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―
　

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成22年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成23年３月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 893,827 589,281

普通株式に係る四半期純利益(千円) 893,827 589,281

普通株式の期中平均株式数(株) 28,690,763 26,984,632

　
第２四半期連結会計期間

前第２四半期連結会計期間
(自  平成22年１月１日
至  平成22年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成23年１月１日
至  平成23年３月31日)

１株当たり四半期純利益 19円00銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―
　

１株当たり四半期純利益 18円59銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―
　

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結会計期間
(自  平成22年１月１日
至  平成22年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成23年１月１日
至  平成23年３月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 542,568 501,587

普通株式に係る四半期純利益(千円) 542,568 501,587

普通株式の期中平均株式数(株) 28,554,105 26,984,624

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。　

　

２ 【その他】

平成23年４月27日開催の取締役会において、第60期（平成22年10月１日から平成23年９月30日まで）

中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

①　中間配当による配当金の総額　               269,845千円

②　１株当たりの金額　                          　10円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　平成23年６月１日

(注) 平成23年３月31日現在の株主名簿に記録された株主に対し、支払を行います。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　
平成22年５月７日

　

日 東 エ フ シ ー 株 式 会 社
　

　　取　 締 　役 　会 　御 　中

　

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　渋　　谷　　英　　司　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　加　　藤　　克　　彦　　印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日

東エフシー株式会社の平成２１年１０月１日から平成２２年９月３０日までの連結会計年度の第２四半期連

結会計期間（平成２２年１月１日から平成２２年３月３１日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２１

年１０月１日から平成２２年３月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照

表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この

四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に

対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日東エフシー株式会社及び連結子会社の平成

２２年３月３１日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計

期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じ

させる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　
平成23年５月９日

　

日 東 エ フ シ ー 株 式 会 社
　

　　取　 締 　役 　会 　御 　中

　

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　渋　　谷　　英　　司　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　加　　藤　　克　　彦　　印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日

東エフシー株式会社の平成２２年１０月１日から平成２３年９月３０日までの連結会計年度の第２四半期連

結会計期間（平成２３年１月１日から平成２３年３月３１日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２２

年１０月１日から平成２３年３月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照

表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この

四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に

対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日東エフシー株式会社及び連結子会社の平成

２３年３月３１日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計

期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じ

させる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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